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稀
有
な
日
本
人
、
ぶ
れ
な
い
巨
大
な
原
木
の

貴
重
な
記
録
。
不
透
明
な
未
来
へ
の
道
標
。

社
会
状
況
の
劇
的
な
変
化
に
と
も
な
う
先
の
見
え
な
い

不
安
と
焦
燥
を
抱
え
る
私
た
ち
を
励
ま
し
続
け
て
く
れ

た
金
子
兜
太
さ
ん
。
最
も
短
い
詩
「俳
句
」
に
人
生
を
懸

け
た
兜
太
さ
ん
が
最
期
を
迎
え
る
直
前
ま
で
の
足
か
け

７
年
を
映
像
に
収
め
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
完
成
。

兜
太
俳
句
を
縦
軸
に
、
河
邑
厚
徳
監
督
が
兜
太
さ
ん
と

の
語
ら
い
の
場
を
慈
し
み
、
兜
太
さ
ん
に
寄
り
添
う
よ
う

に
丁
寧
に
撮
り
進
め
た
貴
重
な
映
像
記
録
で
す
。
骨
太
の

言
葉
の
数
々
、
映
像
だ
か
ら
こ
そ
伝
わ
る
息
遣
い
、
自
然

体
の
語
り
口
と
深
く
温
か
い
眼
差
し
。
す
べ
て
記
憶
と
し

て
永
く
私
た
ち
の
心
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
天
地
悠
々

鬼
太
・俳
句
の
一本
道
』

完
成
に
寄
せ
て

監

督

・脚

本

河
邑

厚

徳

偉
い
人
は
た
く
さ
ん
い
る
が
、
兜
太
さ
ん
ほ
ど
多
く
の
人

か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
日
本
人
を
私
は
知
ら
な
い
。
人
間
喪

失
の
時
代
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
全
て
を
肯
定
す
る

兜
太
俳
句
に
励
ま
さ
れ
る
者
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。

私
た
ち
が
最
後
に
頼
れ
る
と
信
じ
て
い
た
存
在
、
兜
太
さ

ん
は
昨
年
の
２
月
２０
日
に
９８
歳
で
急
逝
。
大
き
な
穴
が

ぼ
っ
か
り
開
い
た
…
…
。

今
こ
そ
、
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
抜
い
た
兜
太
さ
ん
の
映
像

を
多
く
の
方
た
ち
に
観
て
い
た
だ
き
た
い
。
兜
太
さ
ん
の
記

録
が
不
透
明
な
未
来
へ
の
道
標
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

■
河
邑
厚
徳
（か
わ
む
ら
・あ
つ
の
り
）
映
画
監
督
、
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
。
１
９
４
８
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局

以
来
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
「が
ん
宣
告
」
「Ｎ
Ｈ
Ｋ

特
集

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
「チ
ベ
ッ
ト
死
者
の
書
」等
の
作
品
で
新
し
い
映

像
世
界
を
開
拓
。
初
の
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『天
の
し
ず
く

辰
巳
芳
子
クい
の
ち
の
ス
ー
プ
Ｌ
（１２
工
大
津
波

３
・‐１
未
来
へ
の
記

憶
寅
１５
二
笑
う
１
０
１
歳
×
２

笹
本
恒
子

む
の
た
け
じ
買
１６
）に

続
く
４
本
目
の
長
編
映
画
に
な
る
。

″

監
督
歯
本
河
邑
厚
徳
　
出
演
金
子
兜
太

語
り
山
根
基
世
　
朗
読
本
田
博
太
郎

プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー

平
形
則
安
／
撮
影

中
野
実
世
、
海
老
根

務
、
河
邑
厚
徳

編
集

中
場

裕
／
音
楽

川
日
俊
介
／
音
楽
監
督

尾
上
政
幸

製
作

ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
配
給

リ
ュ
ッ
ク
ス

後
援

現
代
俳
句
機
会
、
角
川

『俳
句
』
／
特
別
協
賛

伊
藤
園
／
■
映
協
力

藤
原
書
店

２
０
１
９
年
／
日
本
／
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
１
／
カ
ラ
１
／
７４
分
／
デ
ツ
タ
ル

主催 :ピクチャーズネットワーク(株 )

共催 :海原 後援 :現代俳句協会 金子兜太さん生誕 100年記念イベント

9月 28日 [土]12:00開場/12:30開映
会場:文京シビックセンター 小ホーJレ 全席自由席

東京都文京区春 日 1-16-21 丸の内線・南北線 後楽園駅直結

料金輛込):当 日券2,000円/前売券1,800円
※前売券のお求めは、チケットびあ[Pコード550-382]お よび電話予約にて

[第一部]    句集「百年」は9月上旬、朔出版より刊行

映画『天地悠々 兜太・傷F旬の…本道』上映 (74分 )

[第二部]

最後の言葉について 河邑厚徳監督

[第二部]

最後の旬集「百年」を読む 安西篤代表ほか海原同人多数

お問い合わせ。電話予約 :ピクチヤーズネットワークl■l TEL03‐ 5215‐ 2488 映画公式ホームベージ https://tota‐tenchiyuyu.com

之
，
わ
け
亡
く
な
っ
た
２
月
は
じ
め
の
取
材
の
と

き
に
ご
還
い
世
か
ら
の
誘
い
を
内
で
拒
否
し
な
が
ち
、

表
情
の
上
で
な

」
の
世
に
と
ど
ま
る

反
応
を
み
せ

る
顔
や
側
の
う
ご
き
、
舌
の
う
で

‐き
の
無
音
。
た
い

真
的
な
記
録
と
ぞ
ん
じ
ま
す
。

霧

俳
句
協
△
否
畔
別
需

宮

坂

静

生

ど そ 金
も れ

年
、
一
世
紀
に
も
及
ぶ
生
涯
を
ゆ
っ
た
り

、
た
っ
ぷ
，
と
生
き
切
つ
た
人
一
俳
人
金
・子

ん
の
生
き
方
は
ド
ラ
了
ア
イ
ツ
ク
。
実
に
魅

、
す
“
愛
と
勇
気
の
あ
る
人
一
金
子
兜
太
さ

も
こ
の
映
画
の
中
に
生
き
て
居
ら
れ
ま
す
。

も
逢
え
る
、
嬉
ｔ
い
こ
と
で
す
。

ず
黒
田
杏
子

生
が
、
ど
こ
ま
で
も
金
子
兜
太
で
あ
り
続

き
た
記
録
。
「人
間
」
の
「社
会
」
の
「平
和
」

な
表
現
に
挑
み
続
け
た
俳
人
金
子
兜
太

の
も
の
と
す
る
映
画
が
誕
生
し
た
。

■
夏
丼
い
つ
き

太
の
俳
句
に
は
圧
倒
的
一な
幻
視
能
力
と
、

言
葉
で
解
体
、
創
作
す
る
力
が
あ
る
「
け
れ

時
に
、
本
人
が
持
っ
て
い
た
山
脈
の
ご
と
き

き
さ
や
な
だ
ら
か
き
、
温
か
さ
や
ユ
ト
モ

希
有
な
も
の
が
あ
ヶ
、
そ
れ
は
文
学
と
別
に

さ
れ
る
べ
き
だ
ず
」
の
映
像
の
よ
う
に
。

い
と
う
せ
い
こ
う

～映画『天地悠々兜太・俳句の‐本道』の上映と最後の句集「百年」を読む二
子兜太 最後の言葉、最後の句集


